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技術概要：（300字以内）
本工法は、バックホウに超ロングブームアームと油圧回転式の特殊攪拌機(マッドミキサーM-Ⅱ型)を装備し、軟弱土と固化材を連続的に機械
混合し、土と固化材を化学反応させて、土質性状の安定と強度を高める工法です。
浅層安定処理工法において、深度4m程度のものでもスラリー状、粉体、噴射式の改良杭工事や、土留め矢板打設による掘削埋戻工を含めた
バックホウによる安定処理工法が一般的でしたが、バックホウに特殊攪拌機を装着した機械による連続混合が施工面積全体を一連の盤状改
良を可能にし、改良の用途の幅を広げ、工期・コストの面でも有利です。

記入欄
＜ 期待される効果 ＞
本工法の特徴として次のものがあげられます。
1.混合率の良さから早期に効果発現があり、工期が大幅に短縮できる。
2.攪拌機で連続的に機会混合するので斑なく十分な攪拌効果が得られ、改良土のばらつきが少ない。
3.粉体、スラリーなど広範囲に使用できる。
4.粉体散布方式ではプラント等の設備が不要の為、本機搬入後、組立、解体が安全且つ短時間で施工体制が整えられる。
5.改良面上、固化材散布方式で、最大深度4.0mでの一層仕上げが可能。
6.超ロングブームアーム装着にて、作業半径が最大12m確保でき、離れた箇所からの施工可能。
7.本工法での攪拌改良工事後、短期間で改良面を重機足場として使用することが可能で、特別な足場が不要。
8.矢板内等の狭い作業場での細かい処理作業への対応も可能。

＜ 適用条件 ＞
歩掛り表の箇所で示した通り、m3単価は土質、混合深度、現場条件、配合量により変化します。
以下にマッドミキサーM-Ⅰ型の標準混合能力を示します。
砂質土　Ｎ値　10以下
粘性土　Ｎ値　20以下　※作業環境によっては、ほぐし作業が必要

＜ 改良深度 ＞
Ｍ-Ⅱ　2.0～4.0ｍ以下

＜ 施工単価 ＞

＜ 施工手順 ＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜ 留意事項 ＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本工法における主な留意点は以下の通りです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.固化材の搬入は、気象状況の把握に努める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.固化材集積には、パレットを敷きシートで覆う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.固化材は均一に散布する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.風等による飛散を防ぐため養生等を実施する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.地盤の土質や含水状態に影響されやすいので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現場条件を十分検討し施工する。
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